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第第第第 5555 回荒尾市上下水道事業運営審議会回荒尾市上下水道事業運営審議会回荒尾市上下水道事業運営審議会回荒尾市上下水道事業運営審議会    議事録議事録議事録議事録要約版要約版要約版要約版     日時：平成 30年 6月 1日（金）15時 00 分～16時 30 分  場所：荒尾市市役所 市長公室  出席委員（敬称略）： 近畿大学 経営学部 教授           浦上 拓也  有明工業高等専門学校 創造工学科 准教授   加藤 浩司 女性ネットワーク荒尾            深浦 淳美  荒尾市食生活改善推進員協議会              田頭 スエカ 荒尾市地区協議会会長会                 田中 一大  荒尾市金融団                         本田 純也 新日本有限責任監査法人            西 秀雄 荒尾市総務部長                     石川 陽一  欠席委員（敬称略）：荒尾商工会議所           江崎 光恵  配布資料：資料－１ 荒尾市下水道事業運営審議会名簿 資料－２ 第 4回荒尾市上下水道事業運営審議会議事録（案）      資料－３ 荒尾市新水道ビジョン（素案）      資料－４ ビジョン公表までの手続き（案）  1.1.1.1.開会開会開会開会    （事務局）これより第 5回荒尾市上下水道事業運営審議会を開会します。      江崎委員におかれましては所用により欠席されましたが、出席委員数が過半数となっておりますので、会議成立とさせて頂きます。      なお、荒尾市金融団の吉村委員が人事異動により、本田委員に交代されております。       2.2.2.2.議題議題議題議題    （（（（1111）第）第）第）第 4444 回運営審議会の振返り回運営審議会の振返り回運営審議会の振返り回運営審議会の振返り        ・・・・第第第第 4444 回荒尾市上下水道事業運営審議会議事録（案）回荒尾市上下水道事業運営審議会議事録（案）回荒尾市上下水道事業運営審議会議事録（案）回荒尾市上下水道事業運営審議会議事録（案）についてについてについてについて    （事務局）事前に配布させて頂きました第４回運営審議会議事録について、ご質問、ご意見などはございましたでしょうか。  （委員）問題ありません。      ・基本理念につ・基本理念につ・基本理念につ・基本理念についていていていて    （事務局）基本理念について浦上会長、加藤委員と見直し案についてご相談し、「あらおの水 蛇口か
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ら出る安心をこれからも」としたいと思いますがいかがでしょうか。  （委員）今も未来も考慮した基本理念となっているので、いいものになったと思います。問題ありません。      ・表紙デザインについて・表紙デザインについて・表紙デザインについて・表紙デザインについて    （事務局）加藤委員のご協力により、有明工業高等専門学校の生徒さんに表紙を作成頂いております。  （議長）非常によいアイデアだと思います。完成を楽しみにしています。      ・概要版について・概要版について・概要版について・概要版について    （事務局）現時点では時間の関係もあり、マンガの作成は厳しいと考えています。しかし、分かりやすい概要版をＡ３一枚で作成する予定としています。     （（（（2222））））新水道ビジョンの素案について新水道ビジョンの素案について新水道ビジョンの素案について新水道ビジョンの素案について    （事務局）＜これまでの審議会の経過の振返りを行い、荒尾市新水道ビジョン（素案）について 意見交換を行う。＞  （事務局）本日頂いた修正事項を反映したものをパブリックコメントの前に送付させて頂きます。  （議長）パブリックコメント後の修正は会長と事務局に一任頂くことでよろしいでしょうか。  （委員）異議ありません。  3.3.3.3.事務連絡事務連絡事務連絡事務連絡    （事務局）今回の新水道ビジョン策定についての審議は終了しますが、次回は 10 月頃に決算の報告として運営審議会を開催させて頂きたいと思います。  （委員）異議ありません。  4.4.4.4.閉会閉会閉会閉会    （管理者）企業局を代表しまして、お礼のご挨拶をさせて頂きます。昨年の 9月に諮問させて頂いてから計 5 回に渡り、大変お忙しい中、様々な角度から熱心に審議頂き、誠にありがとうございます。市民の皆様にとって水道は一番身近で重要なインフラです。我々は蛇口をひねれば当たり前のように水が出る、この当たり前を継続していく使命を持っております。まさに新水道ビジョンの基本理念であります「あらおの水 蛇口から出る安心をこれからも」を実現する必要があります。一方で安全な水を維持するためには、投資が必要です。効率的な運営をしながら老朽化・耐震化等の維持管理に努めなければなりません。近い将来、利用者の皆様にとっても我々にとっても厳しい決断が必要な時期がくると受け止めています。昭和 32 年の給水開始以降、
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積極的にさまざまな手法を取り入れてきました。これからも挑戦する企業局でありたいと思います。この度の新水道ビジョンは荒尾市水道事業が抱える課題と解決に向けた方向性が明確に示されており、企業局が今後の経営戦略の方針とするだけでなく、水道事業に関わる全ての方に理解を深めて頂くべく、広く周知していきます。委員の皆様におかれましては、今後とも厳しくも暖かい支援を頂きたいと思います。ありがとうございました。 以上 


